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2023年に、福島県の浜通り地域の一部を中心

とする12市町村を対象にはじまった、アーティスト・

イン・レジデンス（芸術家の中期滞在支援）の取り

組み。「ハマカルアートプロジェクト」というタイトル

を得て、今回、はじめての実施となった。今回、はじめ

ての実施となった。ハマカルアートプロジェクトは、

2011年の東日本大震災に伴う、東京電力福島第

一原子力発電所の事故によって長期にわたる避難

指示等の対象となった地域において、芸術を通じ

た、地域の新たな魅力の創出、関係人口の拡大、

地域の活力向上などを目的とした、経済産業省の

施策の一環として行われたものである。

　国や地方自治体による文化政策が、文化芸術

基本法をはじめ「文化芸術」の振興を掲げるなか、

ここでは「芸術文化」と芸術を主に掲げ、12市町村

でのアートの支援に取り組もうとしている。これまで

経済産業省は、避難対象地域の解除に伴う支援策

として、企業誘致や研究開発の支援という産業振興

に多く取り組んできた。その中にあっての「芸術文

化」の振興の背景には、地域の魅力の向上を通じ

た、まちづくりの推進と、地域外からの人の呼び込み

（移住・関係人口）、帰還する住民にとってのヘリ

テージに資する目的がある。それを実行するため、

2023年には福島復興推進グループの中に福島文

化推進室を新たに設置した。

経済産業省の目的上、これまで「アート」は、産業

としての「コンテンツ」、わが国の特色を産業に活か

す「クールジャパン」といった、経済に資する支援が

中心であった。しかし、福島県12市町村における

「芸術文化」の振興事業は、これまでの「アート」を活

用した目的と一線を画した取り組みになっている。

「ハマカル」というタイトルを掲げ、はじめての年と

なった「原子力被災地域における映像・芸術文化

支援事業」の取り組みは、わが国にとっても新たな

位置をもった「芸術文化」振興策として、どのような

可能性をもたらすことができるのだろうか。ハマカル

アートプロジェクトとして、福島県12市町村におけ

るアーティスト・イン・レジデンスの初年度の仕組み

づくりに、補助事業コンソーシアムの一員である、統

括ディレクターとして参与してきた立場より、その可

能性の射程を照らしていきたい。

地域共創に重きを置いた

アートプロジェクトからの社会関係資本

ハマカルアートプロジェクトが立ち上がった同

年、経済産業省のクールジャパン政策課が「アート

と経済社会について考える研究会 報告書」（2023

年）を発行、文化芸術活動が直接的な経済活動だ

けではない、社会的なインパクトをもたらすことによ

り、わが国の経済を伴った発展のエコシステムとし

て、文化芸術活動が足りうることを提唱した。このエ

コシステムの大きな要素として、地域でのアート活

動がフォーカスされるように、地域での芸術文化活

動が地域コミュニティの活性化を通じてさまざまな価

値を地域にもたらし得るという理解が、わが国では

深まりつつある。

特に、アーティスト・イン・レジデンスが大きな位

置を占める、地域でのアートプロジェクト活動は、全

国に広がっており、アーティスト・イン・レジデンス事

業をわが国に広げた一人であり、2023年のハマカ

ルアートプロジェクトのメンターであった、菅野幸子

氏によると100を超えるアーティスト・イン・レジデン

ス事業が国内で展開している（レビュー❸参照）と

いう。

アートプロジェクトとは、社会や地域の中に入り

込んで、共創する芸術活動で、芸術としての創作の

みならず、社会や地域に新たな価値をプロジェクト

が続く限り関係性とともに創出する取り組みである。

まさに、芸術家に滞在して、地域の人 と々関係しなが

ら創作、すなわち地域住民と芸術家とが共創できる

アーティスト・イン・レジデンスは、地域で展開する

アートプロジェクトにとってキーとなる要素となって

いる。

避難から帰還へと段階が変わった、福島県12市

町村において、アートプロジェクトを地元の活性化に

活かすためには、地域に芸術家を受け入れられ続

けるアーティスト・イン・レジデンスの基盤づくりから

必要であった。芸術活動を通じた地域の再生を目的

に、富岡町3・11を語る会による演劇活動の場づくり

（レビュー❹参照）や、2023年のハマカルアートプロ

ジェクトの採択プロジェクトとなった飯舘村の図図

倉庫（ズットソーコ）、個人のアートマネージャーとし

ての富岡町の秋元菜々美氏の活動、同じくハマカル

アートプロジェクトでの滞在制作の場のひとつとなっ

た南相馬市小高区の粒粒（ルビ：つぶつぶ）や、休校

中の葛尾中学校を拠点とし、村民と芸術家との共創

を目指すKatsurao AIRなど、帰還が進むとともに、

地域住民や新たな移住者による自発的なアーティス

ト・イン・レジデンスによるプロジェクトが既に生まれ

ていた。一方で、数多くの芸術家が、特に福島県12

市町村での制作を目的に訪問（レビュー❹参照）す

るようになり、これまでの自発的なアーティスト・イン・

レジデンス事業が支えてきた熱を絶やさず、地域全

体でさまざまなアクターが取り組める環境が、共創性

を有した地域社会での芸術文化による持続的発展

のための課題であった。

そのため、ハマカルアートプロジェクトは、福島県

12市町村において、地域と共創しながら持続的な

アーティスト・イン・レジデンスのプログラムを実施

する担い手を支援するプログラムとして設計された。

すなわち、地域住民と一緒になって創作の場を提

供できる担い手（共創できる担い手）が福島県12市

町村の各地に展開し、継続して活動できるようにする

ことで、特定の芸術家が滞在して制作するだけで終

わってしまい、本来の目的である継続した地域の活

性化が生じないような状況ではなく、地元で取り組

んできた担い手が続けることができる支援プログラ

ムづくりに取組んだ。

細かいことであるが、地域の持続的発展を支援

するプログラムとして、最初に取り組んだのは「ハマ

カル」という名称づくり。「原子力被災地域における

映像・芸術文化支援事業」という正式名称では、

せっかくの創造的取り組みや成果としての展覧会、

映画上映があっても、それがどういうことなのか一貫

して認知されることは難しい（「ハマカルアートプロ

ジェクト」においては、「地域経済政策推進事業費

補助金（芸術家の中期滞在制作支援事業）」と、親

しんでもらいたい取り組みなのに説明がとても難し

い名称になっていた）し、そもそもとても伝わりにく

い。ブランディングというか、これを簡単に話せる名

称になったら、地域でも全国でも認知は深まるし、

「ハマカルだよね」「ハマカルやっている」ということと

して浸透していく。この「原子力被災地域における映

像・芸術文化支援事業」に携わっているのは、経済

産業省全省から募った若手を中心とする職員たち

で、「ハマカル」の名称も、地域上一概に「浜通り」と

ひとくくりにできないが、浜である地域を中心とした

地域を文化（英語ではculture）で耕す（英語では

cultivation）を組み合わせ、誰もが親しめる語感と

想起できるものとして、彼ら彼女たちが考案した名称

である。

このように、地元としての福島県12市町村と関係

する人々の輪を芸術と文化を通じて厚みのあるもの

にしていくためには、アートプロジェクトがわが国で

広がる発端となった現代アートの分野にとどまらな

い、幅広い文化的創作を地域で受け入れられるプ

ログラムであることが必要となる。多様化するアー

ティスト・イン・レジデンスのプログラムにおいては、

映画制作や演劇など、現代アート以外を扱うプログ

ラムも生まれ始めているが、多くの場合表現分野が

限られている。本プロジェクトでは、多様なアーティ

スト・イン・レジデンスのプログラムが豊かに花開く

土壌になることが目的となるため、どんな分野のプ

ログラムでも実施できるようにした。当初は、映画、演

劇、現代アートの3分野を主軸に打ち出してきたが、

公募の際には、それ以外のあらゆる分野を関係する

として、結果として、ボイスドラマや建築、デザインと

いった、現代を表象する多彩な滞在制作が選ば

れ、実施（詳しくは本事業アーカイブの成果紹介を

参照）された。

幅広い分野設定は、ともすれば、本来の目的であ

る、芸術文化活動を通じた地域住民との共創と関

係を発展的に持続させることと矛盾するリスクもあ

る。たとえば、映画等の映像制作の場合、現地での

創作が終われば、創作としての関係は断絶してしま

レビュー❺ 文化経済と地域創生、イノベーション

ハマカルアートプロジェクトで生まれる創造的発展
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う。音楽の場合も演奏だけで終わってしまうことも多

い。現代アートであっても、そこで題材を得て終わり

ということもある。ハマカルアートプロジェクトでは、

個々の滞在作家の活動の持続性というよりも、アー

ティスト・イン・レジデンスのプログラムを実施する

事業者（担い手）がどのように、地域との共創を行

ない、持続的なプロジェクト活動に取り組めるのか

を基準とすることで、本来の意義である、地域で多彩

なアートがつくり続けられる環境づくりを支援できる

ようにした。

結果として、先にあげた既に自らの手でアーティ

スト・イン・レジデンスに取り組んでいる地域のプロ

ジェクトをより発展させる取り組みや、被災にあった

伝統的工芸品の工房施設を滞在制作や企画展示

の場として再興したガッチ株式会社の浪江町での

成果など、制作支援を継続できる新たな関係性の

構築を実現できた地域内外の担い手が生まれる一

方、地域との共創により作品成果が生まれながらも

その関係の継続によるプログラムづくりを模索する

地域外の担い手も存在することは確かである。

また、アーティスト・イン・レジデンスに取り組んだ

担い手だけでなく、同じく、狭い分野にとどまらない

アートによる地元の担い手との継続した事業活動

の広がりも生まれた。富岡町出身で帰還を果たした

若い起業家が旧銀行をコンバージョンして起業し

た、コスプレスタジオ機能を持つ写真館「コススタ」

は、2023年度の成果報告展の会場となり、アートを

含めた創造の場としての広がりに多くの地域住民

が新たな期待を寄せるようになった（レビュー❹参

照）。2023年に100周年を迎えた南相馬市原町に

ある今でも上映が可能な旧映画館の朝日座では、

地元経営者が中心となった再興活動が、ハマカル

アートプロジェクトにおける滞在制作の受け皿とな

り、多分野のコンテンツが展開した。葛尾村のアー

ティスト・イン・レジデンス・プログラムのチームが、

滞在制作事業の多くの部分で専門的技術等の提

供を行なった。

はじめてのハマカルアートプロジェクトであったこ

ともあり、これらの活動を支援するコンソーシアムの

事務局もまた、新たな取り組みを経済産業省の職

員たちと耕す一年であった。そのため、支援する担

い手とともに動いていきながらのプログラムづくりと

なった。動くことで共創関係が地域で生まれていく、

全く地域との接点がなかった担い手が、人材育成

において世界的は評価を持つハンガリーの映画監

督であるタル・ベーラ氏を迎えて、世界公募で選ん

だこれからの才能を持つ7人の監督が2週間の滞

在で福島県12市町村を舞台にそれぞれの映画制

作に取り組んだプログラムが実現できたことは、初

年時における共創の「開墾」成果といえるであろう。

一方で、幅広いプログラム、異なるバックグラウンド

の担い手間の連携が十分でなく、それぞれのプロ

グラム間の交流が限られたものいなってしまったこ

とが、支援を受けた担い手の多くから指摘された

り、また、富岡町3・11を語る会の青木淑子代表が

指摘（レビュー❹参照）したように、地域で活動をし

たり、同じく芸術文化活動を福島県12市町村にて

求めている担い手との関係性の構築がまだ途上に

ある点は成長課題である。

アートプロジェクトの担い手、滞在芸術家、地域

住民、地域と関係する人々の共創の結果、実際の

創作活動に触れた人々の間から、福島県12市町

村における芸術文化活動をより広げていく、実施し

ていくための、関係性も生まれ始めている。成果展示

展の会場となった「コススタ」からのつながりのよう

に地元在住の若手起業家や、レビュー❹で語った

地元と密着した担い手である富岡町3・11を語る会

と一緒になったアウトリーチなど、アートに関わる

人々にとどまらないハマカルアートプロジェクトの輪

が芽生えつつある。「ハマカル」の愛称とともに広が

る、実際に触れた人々が広げる関係性は、同じく「ハ

マカル」の取り組みから2023年に生まれた、地域で

の映画制作の支援プラットフォームである「相双フィ

ルムコミッション」の活動など、多分野の芸術文化

活動で価値を創造できる「ハマカル」地域へと共創

しながら、芽吹くことが期待できる。

ハマカルアートプロジェクトが耕す

共創環境による競争力のある

創造的まちづくりの可能性とその条件

このように、多数のアーティスト・イン・レジデンス

のプログラムを地域で展開できる環境がハマカル

アートプロジェクトを通じて、生み出されている「芸術

家と地域住民との共創」によって、これからどのよう

な価値を生み出す可能性があるのだろうか。

ここで着目したい点は、新産業地域の創出と再生

において、1990年代以降世界のスタンダートと

なってきた政策アイディアである「創造都市」の流れ

にとても親和性が高い要素が、福島県12市町村に

おける「ハマカル」の取り組み、特にハマカルアート

プロジェクトに有する点である。

創造都市は、PCの普及によるデジタルを活用し

た知的生産活動の「民主化」（特別な装置によらな

くても、集団や個人の範囲でデザインや設計、動画

制作等を可能とした）と、コミュニケーションの高度

化によるパーソナルなネットワーク化、それに伴って

大企業や制度的寡占に対してビジネス面において

ローカルが対抗できるようになったことが、高度情

報化ネットワーク社会の到来によってもたらされた

結果、地方都市に住む人々や若者であっても自身

の創造性で新たな営みをつくることができる環境が

もたらした地域産業のエコシステムを指す。

このような、知的生産活動の「民主化」は、デジタ

ルやメディアコンテンツに関係する分野においてこ

れまで辺境とされてきた都市から新たな創発を生み

出し、有力なスタートアップやクリエイターを輩出し、

食や化粧品等の分野においてはグローバル企業

のブランドに対して地域資源を活かした製品が市

場を獲得し、これらの活動が行き来する衰退した中

心市街地や工業地帯が魅力ある文化体験をたの

しむ観光地へと変貌を遂げた状況を通じて生まれ

た概念である。デジタルやメディアコンテンツ分野

においては、フィンランドのヘルシンキやオランダの

アムステルダムが好例であり、食や化粧品、観光の

分野においてはイタリア北部の諸都市、ビルバオや

サンセバスチャンといったスペインのバスク地方が

よくあげられている。東アジアにおいても、無人の港

湾地域のアトリエやレジデンス、展示の場への転用

を発端に、500万人を年間集める地域有数の観光

地でありクリエイティブ産業の中心へと変化を遂げ

た台湾の高雄のような事例がある。

創造都市のアイディアは、都市産業政策もしくは

文化振興政策において、世界的に広がっており、こ

のような環境から生まれた、知的産業分野は創造産

業（クリエイティブ産業）として数多くの国々や無数

の地域で最新の産業として振興に取り組まれている

ようになっている。

創造都市において成功している地域に共通する

ものとして、新たな表現を受容し、さまざまな場所で

表現や展開ができる、進取性と寛容性、それを実現

する無数のネットワーキングやコミュニティの存在

と、これらを結びつける多様な触媒（ミッドグラウン

ド、中間支援）の存在がある。すなわち、地域住民と

創造的な人 と々の間に、多様なつながりが存在し、

そのことによって双方が地域で関わりあいを持てる

共創関係が幾つも存在し、その多様性が刺激と

なって魅力ある地域を、担い手自身の手によって生

み出されている状況が存在している。

はからずも、ハマカルアートプロジェクトが目指そ

うとしている、地域住民と芸術家、クリエイター等の

創造的な人々が、さまざまなプログラムを地元でつく

る担い手によって、多様な関係を通じた豊かな共創

環境をつくり出そうとしていることとつながっている。

この創造都市の考え方は、ある程度以上の人口

規模だけではなく、人口が少ない地域でも存在して

いるという考え方が、主流となりつつある。経済地理

学者のリチャード・フロリダ博士は、全米の地域統

計をもとにIT産業の成長と創造的傾向のある人材

の多さの相関は人口の大小を問わず起きることを

明らかにし、わが国においては創造都市のアイディ

アをアジアにはじめて導入した佐々木雅幸博士が

「創造農村」というアイディアを創出し、人口が少な

い地域においても地元住民と創造的人材との間の

共創による地域社会や経済の発展があることを示

している。

現在、創造農村の考え方において、好例とされて

いるのが徳島県神山町である。山間にある神山町

では、当時、若手であった地元経営者たちが、国際

交流の一環としてアーティスト・イン・レジデンスの

プログラムを開始したことで、創造的な人 と々の関

係が深まり、そのことが当時では移住をめぐる障壁

のひとつとして全国的な課題となっていた空き家活

用をしやすくする（ほかの地域では簡単に出てこな

い活用可能な空き家が、神山町ではつながりと担

い手の信頼によって容易にでてくる）取り組みや、若

手建築家によるリノベーション、「イン・レジデンス」

形式（滞在してさまざまなテーマの働き方ができる）

等によって、移住先、テレワーク先として、全国の中

から選ばれる地域へと変貌を遂げた。地域住民が、

アーティスト・イン・レジデンスの経験をノウハウとし

て、地域外の創造的な人 と々共創する担い手となる

ことで、移住者に選ばれ、多くの創造的な人々の関

係が生まれ、東京など大都市の企業や起業家が創

造的な活動をするための事業所を置き、このような

創造的人材の育成のための高専の設立など、社会

的投資を呼び込み続けている。

神山町における共創のための中間支援組織で

あるNPO法人グリーンバレーの設立者でもある、地

元経営者で同地の創造的地域づくりのリーダーで

ある大南信也氏によると、創造農村としての神山町

は創造的過疎を目指すという。すなわち、既存の過

疎化を受け入れながらも、新たに創造的人材が移

住や関係を持つことにより、新たなまちづくりの成長

を果たしていこうという考え方である。まさに、地域住

民が積極的に創造的な交流が親しめ、そのことで

外部から人々を受け入れ、そのことで時代に応じた

創造的発展が実現できる地域づくりの姿がある。

大南氏によると、創造的過疎において、アートプ

ロジェクトを通じてどれだけの観覧者が集まってき

たというのを、評価に置いていないという。アーティ

スト・イン・レジデンスは、観光誘客を目的としたもの

でなく、あくまで創造的な人 と々の新たな関係の機

会であり、その結果、作品が里山に増えることは、町

の文化を豊かにする財産であるという。関係したい

と神山に集まってくる人々は、アーティスト・イン・レジ

デンスの成果である作品と触れることで、この地が

創造性において豊かであることを確認し、同じく、町

の人々にとっても実感できるヘリテージとなる。

プログラムの実施による表面的な動員数等の結

果を追うのではなく、ジャンルを異にする多様な人

の出会い、そこで展開される体験の共有というプロ

セスの中から想像を超える創造や新たな価値が生

み出されているといった、共創の積み重ねが今の神

山であると、大南氏は語る。

アーティスト・イン・レジデンスを通じて、神山に触

れた人々が地域住民に相談し、新たなことをはじめ

ていく。相談から一月もたたないうちに、スタートアッ

プの開発センターが古民家にできる、海外からのレ

ジデンス作家がクラフトビールを醸造し、起業する。

そういうことが、日常のなかで起こっている創造農村

なのだ。

最初のハマカルアートプロジェクトの中間報告会

において、メンターとして来訪した大南氏の目には、

福島県12市町村の地域において、同じく可能性が

感じられたという。創造的な可能性をもって、さまざま

な人々が関係する「ハマカル」地域の環境は、地域

住民との共創環境をつくり出していくことによって、

外から人々が集まり、発展する可能性があると。それ

は、富岡町において地元で展開するアート活動の魅

力を地域住民に伝える役割の重要性を自らの経験

で取り組み、ハマカルアートプロジェクトにおける共

創を高める課題だとする青木代表の指摘ともつな

がる。

まだ、なにが起こるかわからない段階にあって、

全国からのべ67事業者が応募をし、14事業者が

取り組んだ、最初のハマカルアートプロジェクト。福

島県12市町村で、芸術表現による創造的活動に取

り組みたい人々が多いことを反映する一方、採択さ

れた支援事業者だけではなく、関係したい多くの創

造的な方々に、そして、そのことによって共創の価値

が生まれる地元の方々がさまざまなかたちで関係で

きることで、たくさんの創造的価値が生まれるような、

地域になることが射程にみえる。

この射程において、アートプロジェクトを通じて生

まれる成果は、全国や世界で行なわれているような

地域で芸術作品や表現を展示する大規模芸術祭

のような、一過性の観光等による誘客を求めるもの

ではない。それよりも、初回における多くのアーティス

ト・イン・レジデンスの成果が示したような、芸術家と

の関係性を通じて、日常的な行き来を伴った関係

が構築され、その結果、さまざまな営みが生まれ、続

いていくことに価値がある。

たくさんのアートプロジェクトの連続性と、そこか

ら生まれる新たな営みに惹かれ、日常的に福島県

12市町村に訪問する、そして、自らも営みの一員に

なっていく。そんな、神山町で起きているような日常と

重なる光景が生まれることこそが、射程の向こうにあ

る成果のビジョンなのだ。

そのためには、アーティスト・イン・レジデンスを担

う事業者が、ハマカルアートプロジェクトとしての補

助事業にとどまらない、共創を地域で続けていける

ようにすることが求められる。プロジェクト全体を統

括する私たちにとっては、いかに福島県12市町村

おける共創関係を誘発し、プロジェクト外にまで継

続的に波及させることができるかが求められる。それ

は、統括する私たち、だけではない実際の取り組み

を通じて、共創がみえてきた地域におけるさまざまな

アクターもまた、私たちとなっていく、ハマカル的創造

環境へと土壌を豊かにしていくことでもある。

岡田智博（おかだ・ともひろ）

ハマカルアートプロジェクト2023統括ディレクター。
一般社団法人クリエイティブクラスター代表理事。

東京藝術大学教養教育センターコーディネーター。

博士（学術）。マルチメディア→IT革命初期より、文
化芸術から生まれる創造性による社会イノベー

ションの可能性に着目、スタートアップ支援や地域

での新産業政策に各地で携わる。一方で、テクノロ

ジーアートの普及活動に携わってきた。文化庁メ

ディア芸術祭地方展のディレクターを3地域で務め
るなど、アートを先端的に活用した地域共創づくり

を数多く手がけている。最近の取り組みとしては、

2022年の欧州文化首都ノビサド（セルビア共和
国）での日本の現代美術を通じた未来予測をテー

マにした展覧会のキュレーションや、東京都の山間

部である西多摩地域でのアートを通じた地域住民

との魅力づくりプロジェクト「あきがわアートストリー

ム」のディレクション、東京藝術大学での初年次教

育プログラムの開発に携わっている。
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2023年に、福島県の浜通り地域の一部を中心

とする12市町村を対象にはじまった、アーティスト・

イン・レジデンス（芸術家の中期滞在支援）の取り

組み。「ハマカルアートプロジェクト」というタイトル

を得て、今回、はじめての実施となった。今回、はじめ

ての実施となった。ハマカルアートプロジェクトは、

2011年の東日本大震災に伴う、東京電力福島第

一原子力発電所の事故によって長期にわたる避難

指示等の対象となった地域において、芸術を通じ

た、地域の新たな魅力の創出、関係人口の拡大、

地域の活力向上などを目的とした、経済産業省の

施策の一環として行われたものである。

　国や地方自治体による文化政策が、文化芸術

基本法をはじめ「文化芸術」の振興を掲げるなか、

ここでは「芸術文化」と芸術を主に掲げ、12市町村

でのアートの支援に取り組もうとしている。これまで

経済産業省は、避難対象地域の解除に伴う支援策

として、企業誘致や研究開発の支援という産業振興

に多く取り組んできた。その中にあっての「芸術文

化」の振興の背景には、地域の魅力の向上を通じ

た、まちづくりの推進と、地域外からの人の呼び込み

（移住・関係人口）、帰還する住民にとってのヘリ

テージに資する目的がある。それを実行するため、

2023年には福島復興推進グループの中に福島文

化推進室を新たに設置した。

経済産業省の目的上、これまで「アート」は、産業

としての「コンテンツ」、わが国の特色を産業に活か

す「クールジャパン」といった、経済に資する支援が

中心であった。しかし、福島県12市町村における

「芸術文化」の振興事業は、これまでの「アート」を活

用した目的と一線を画した取り組みになっている。

「ハマカル」というタイトルを掲げ、はじめての年と

なった「原子力被災地域における映像・芸術文化

支援事業」の取り組みは、わが国にとっても新たな

位置をもった「芸術文化」振興策として、どのような

可能性をもたらすことができるのだろうか。ハマカル

アートプロジェクトとして、福島県12市町村におけ

るアーティスト・イン・レジデンスの初年度の仕組み

づくりに、補助事業コンソーシアムの一員である、統

括ディレクターとして参与してきた立場より、その可

能性の射程を照らしていきたい。

地域共創に重きを置いた

アートプロジェクトからの社会関係資本

ハマカルアートプロジェクトが立ち上がった同

年、経済産業省のクールジャパン政策課が「アート

と経済社会について考える研究会 報告書」（2023

年）を発行、文化芸術活動が直接的な経済活動だ

けではない、社会的なインパクトをもたらすことによ

り、わが国の経済を伴った発展のエコシステムとし

て、文化芸術活動が足りうることを提唱した。このエ

コシステムの大きな要素として、地域でのアート活

動がフォーカスされるように、地域での芸術文化活

動が地域コミュニティの活性化を通じてさまざまな価

値を地域にもたらし得るという理解が、わが国では

深まりつつある。

特に、アーティスト・イン・レジデンスが大きな位

置を占める、地域でのアートプロジェクト活動は、全

国に広がっており、アーティスト・イン・レジデンス事

業をわが国に広げた一人であり、2023年のハマカ

ルアートプロジェクトのメンターであった、菅野幸子

氏によると100を超えるアーティスト・イン・レジデン

ス事業が国内で展開している（レビュー❸参照）と

いう。

アートプロジェクトとは、社会や地域の中に入り

込んで、共創する芸術活動で、芸術としての創作の

みならず、社会や地域に新たな価値をプロジェクト

が続く限り関係性とともに創出する取り組みである。

まさに、芸術家に滞在して、地域の人 と々関係しなが

ら創作、すなわち地域住民と芸術家とが共創できる

アーティスト・イン・レジデンスは、地域で展開する

アートプロジェクトにとってキーとなる要素となって

いる。

避難から帰還へと段階が変わった、福島県12市

町村において、アートプロジェクトを地元の活性化に

活かすためには、地域に芸術家を受け入れられ続

けるアーティスト・イン・レジデンスの基盤づくりから

必要であった。芸術活動を通じた地域の再生を目的

に、富岡町3・11を語る会による演劇活動の場づくり

（レビュー❹参照）や、2023年のハマカルアートプロ

ジェクトの採択プロジェクトとなった飯舘村の図図

倉庫（ズットソーコ）、個人のアートマネージャーとし

ての富岡町の秋元菜々美氏の活動、同じくハマカル

アートプロジェクトでの滞在制作の場のひとつとなっ

た南相馬市小高区の粒粒（ルビ：つぶつぶ）や、休校

中の葛尾中学校を拠点とし、村民と芸術家との共創

を目指すKatsurao AIRなど、帰還が進むとともに、

地域住民や新たな移住者による自発的なアーティス

ト・イン・レジデンスによるプロジェクトが既に生まれ

ていた。一方で、数多くの芸術家が、特に福島県12

市町村での制作を目的に訪問（レビュー❹参照）す

るようになり、これまでの自発的なアーティスト・イン・

レジデンス事業が支えてきた熱を絶やさず、地域全

体でさまざまなアクターが取り組める環境が、共創性

を有した地域社会での芸術文化による持続的発展

のための課題であった。

そのため、ハマカルアートプロジェクトは、福島県

12市町村において、地域と共創しながら持続的な

アーティスト・イン・レジデンスのプログラムを実施

する担い手を支援するプログラムとして設計された。

すなわち、地域住民と一緒になって創作の場を提

供できる担い手（共創できる担い手）が福島県12市

町村の各地に展開し、継続して活動できるようにする

ことで、特定の芸術家が滞在して制作するだけで終

わってしまい、本来の目的である継続した地域の活

性化が生じないような状況ではなく、地元で取り組

んできた担い手が続けることができる支援プログラ

ムづくりに取組んだ。

細かいことであるが、地域の持続的発展を支援

するプログラムとして、最初に取り組んだのは「ハマ

カル」という名称づくり。「原子力被災地域における

映像・芸術文化支援事業」という正式名称では、

せっかくの創造的取り組みや成果としての展覧会、

映画上映があっても、それがどういうことなのか一貫

して認知されることは難しい（「ハマカルアートプロ

ジェクト」においては、「地域経済政策推進事業費

補助金（芸術家の中期滞在制作支援事業）」と、親

しんでもらいたい取り組みなのに説明がとても難し

い名称になっていた）し、そもそもとても伝わりにく

い。ブランディングというか、これを簡単に話せる名

称になったら、地域でも全国でも認知は深まるし、

「ハマカルだよね」「ハマカルやっている」ということと

して浸透していく。この「原子力被災地域における映

像・芸術文化支援事業」に携わっているのは、経済

産業省全省から募った若手を中心とする職員たち

で、「ハマカル」の名称も、地域上一概に「浜通り」と

ひとくくりにできないが、浜である地域を中心とした

地域を文化（英語ではculture）で耕す（英語では

cultivation）を組み合わせ、誰もが親しめる語感と

想起できるものとして、彼ら彼女たちが考案した名称

である。

このように、地元としての福島県12市町村と関係

する人々の輪を芸術と文化を通じて厚みのあるもの

にしていくためには、アートプロジェクトがわが国で

広がる発端となった現代アートの分野にとどまらな

い、幅広い文化的創作を地域で受け入れられるプ

ログラムであることが必要となる。多様化するアー

ティスト・イン・レジデンスのプログラムにおいては、

映画制作や演劇など、現代アート以外を扱うプログ

ラムも生まれ始めているが、多くの場合表現分野が

限られている。本プロジェクトでは、多様なアーティ

スト・イン・レジデンスのプログラムが豊かに花開く

土壌になることが目的となるため、どんな分野のプ

ログラムでも実施できるようにした。当初は、映画、演

劇、現代アートの3分野を主軸に打ち出してきたが、

公募の際には、それ以外のあらゆる分野を関係する

として、結果として、ボイスドラマや建築、デザインと

いった、現代を表象する多彩な滞在制作が選ば

れ、実施（詳しくは本事業アーカイブの成果紹介を

参照）された。

幅広い分野設定は、ともすれば、本来の目的であ

る、芸術文化活動を通じた地域住民との共創と関

係を発展的に持続させることと矛盾するリスクもあ

る。たとえば、映画等の映像制作の場合、現地での

創作が終われば、創作としての関係は断絶してしま

う。音楽の場合も演奏だけで終わってしまうことも多

い。現代アートであっても、そこで題材を得て終わり

ということもある。ハマカルアートプロジェクトでは、

個々の滞在作家の活動の持続性というよりも、アー

ティスト・イン・レジデンスのプログラムを実施する

事業者（担い手）がどのように、地域との共創を行

ない、持続的なプロジェクト活動に取り組めるのか

を基準とすることで、本来の意義である、地域で多彩

なアートがつくり続けられる環境づくりを支援できる

ようにした。

結果として、先にあげた既に自らの手でアーティ

スト・イン・レジデンスに取り組んでいる地域のプロ

ジェクトをより発展させる取り組みや、被災にあった

伝統的工芸品の工房施設を滞在制作や企画展示

の場として再興したガッチ株式会社の浪江町での

成果など、制作支援を継続できる新たな関係性の

構築を実現できた地域内外の担い手が生まれる一

方、地域との共創により作品成果が生まれながらも

その関係の継続によるプログラムづくりを模索する

地域外の担い手も存在することは確かである。

また、アーティスト・イン・レジデンスに取り組んだ

担い手だけでなく、同じく、狭い分野にとどまらない

アートによる地元の担い手との継続した事業活動

の広がりも生まれた。富岡町出身で帰還を果たした

若い起業家が旧銀行をコンバージョンして起業し

た、コスプレスタジオ機能を持つ写真館「コススタ」

は、2023年度の成果報告展の会場となり、アートを

含めた創造の場としての広がりに多くの地域住民

が新たな期待を寄せるようになった（レビュー❹参

照）。2023年に100周年を迎えた南相馬市原町に

ある今でも上映が可能な旧映画館の朝日座では、

地元経営者が中心となった再興活動が、ハマカル

アートプロジェクトにおける滞在制作の受け皿とな

り、多分野のコンテンツが展開した。葛尾村のアー

ティスト・イン・レジデンス・プログラムのチームが、

滞在制作事業の多くの部分で専門的技術等の提

供を行なった。

はじめてのハマカルアートプロジェクトであったこ

ともあり、これらの活動を支援するコンソーシアムの

事務局もまた、新たな取り組みを経済産業省の職

員たちと耕す一年であった。そのため、支援する担

い手とともに動いていきながらのプログラムづくりと

なった。動くことで共創関係が地域で生まれていく、

全く地域との接点がなかった担い手が、人材育成

において世界的は評価を持つハンガリーの映画監

督であるタル・ベーラ氏を迎えて、世界公募で選ん

だこれからの才能を持つ7人の監督が2週間の滞

在で福島県12市町村を舞台にそれぞれの映画制

作に取り組んだプログラムが実現できたことは、初

年時における共創の「開墾」成果といえるであろう。

一方で、幅広いプログラム、異なるバックグラウンド

の担い手間の連携が十分でなく、それぞれのプロ

グラム間の交流が限られたものいなってしまったこ

とが、支援を受けた担い手の多くから指摘された

り、また、富岡町3・11を語る会の青木淑子代表が

指摘（レビュー❹参照）したように、地域で活動をし

たり、同じく芸術文化活動を福島県12市町村にて

求めている担い手との関係性の構築がまだ途上に

ある点は成長課題である。

アートプロジェクトの担い手、滞在芸術家、地域

住民、地域と関係する人々の共創の結果、実際の

創作活動に触れた人々の間から、福島県12市町

村における芸術文化活動をより広げていく、実施し

ていくための、関係性も生まれ始めている。成果展示

展の会場となった「コススタ」からのつながりのよう

に地元在住の若手起業家や、レビュー❹で語った

地元と密着した担い手である富岡町3・11を語る会

と一緒になったアウトリーチなど、アートに関わる

人々にとどまらないハマカルアートプロジェクトの輪

が芽生えつつある。「ハマカル」の愛称とともに広が

る、実際に触れた人々が広げる関係性は、同じく「ハ

マカル」の取り組みから2023年に生まれた、地域で

の映画制作の支援プラットフォームである「相双フィ

ルムコミッション」の活動など、多分野の芸術文化

活動で価値を創造できる「ハマカル」地域へと共創

しながら、芽吹くことが期待できる。

ハマカルアートプロジェクトが耕す

共創環境による競争力のある

創造的まちづくりの可能性とその条件

このように、多数のアーティスト・イン・レジデンス

のプログラムを地域で展開できる環境がハマカル

アートプロジェクトを通じて、生み出されている「芸術

家と地域住民との共創」によって、これからどのよう

な価値を生み出す可能性があるのだろうか。

ここで着目したい点は、新産業地域の創出と再生

において、1990年代以降世界のスタンダートと

なってきた政策アイディアである「創造都市」の流れ

にとても親和性が高い要素が、福島県12市町村に

おける「ハマカル」の取り組み、特にハマカルアート

プロジェクトに有する点である。

創造都市は、PCの普及によるデジタルを活用し

た知的生産活動の「民主化」（特別な装置によらな

くても、集団や個人の範囲でデザインや設計、動画

制作等を可能とした）と、コミュニケーションの高度

化によるパーソナルなネットワーク化、それに伴って

大企業や制度的寡占に対してビジネス面において

ローカルが対抗できるようになったことが、高度情

報化ネットワーク社会の到来によってもたらされた

結果、地方都市に住む人々や若者であっても自身

の創造性で新たな営みをつくることができる環境が

もたらした地域産業のエコシステムを指す。

このような、知的生産活動の「民主化」は、デジタ

ルやメディアコンテンツに関係する分野においてこ

れまで辺境とされてきた都市から新たな創発を生み

出し、有力なスタートアップやクリエイターを輩出し、

食や化粧品等の分野においてはグローバル企業

のブランドに対して地域資源を活かした製品が市

場を獲得し、これらの活動が行き来する衰退した中

心市街地や工業地帯が魅力ある文化体験をたの

しむ観光地へと変貌を遂げた状況を通じて生まれ

た概念である。デジタルやメディアコンテンツ分野

においては、フィンランドのヘルシンキやオランダの

アムステルダムが好例であり、食や化粧品、観光の

分野においてはイタリア北部の諸都市、ビルバオや

サンセバスチャンといったスペインのバスク地方が

よくあげられている。東アジアにおいても、無人の港

湾地域のアトリエやレジデンス、展示の場への転用

を発端に、500万人を年間集める地域有数の観光

地でありクリエイティブ産業の中心へと変化を遂げ

た台湾の高雄のような事例がある。

創造都市のアイディアは、都市産業政策もしくは

文化振興政策において、世界的に広がっており、こ

のような環境から生まれた、知的産業分野は創造産

業（クリエイティブ産業）として数多くの国々や無数

の地域で最新の産業として振興に取り組まれている

ようになっている。

創造都市において成功している地域に共通する

ものとして、新たな表現を受容し、さまざまな場所で

表現や展開ができる、進取性と寛容性、それを実現

する無数のネットワーキングやコミュニティの存在

と、これらを結びつける多様な触媒（ミッドグラウン

ド、中間支援）の存在がある。すなわち、地域住民と

創造的な人 と々の間に、多様なつながりが存在し、

そのことによって双方が地域で関わりあいを持てる

共創関係が幾つも存在し、その多様性が刺激と

なって魅力ある地域を、担い手自身の手によって生

み出されている状況が存在している。

はからずも、ハマカルアートプロジェクトが目指そ

うとしている、地域住民と芸術家、クリエイター等の

創造的な人々が、さまざまなプログラムを地元でつく

る担い手によって、多様な関係を通じた豊かな共創

環境をつくり出そうとしていることとつながっている。

この創造都市の考え方は、ある程度以上の人口

規模だけではなく、人口が少ない地域でも存在して

いるという考え方が、主流となりつつある。経済地理

学者のリチャード・フロリダ博士は、全米の地域統

計をもとにIT産業の成長と創造的傾向のある人材

の多さの相関は人口の大小を問わず起きることを

明らかにし、わが国においては創造都市のアイディ

アをアジアにはじめて導入した佐々木雅幸博士が

「創造農村」というアイディアを創出し、人口が少な

い地域においても地元住民と創造的人材との間の

共創による地域社会や経済の発展があることを示

している。

現在、創造農村の考え方において、好例とされて

いるのが徳島県神山町である。山間にある神山町

では、当時、若手であった地元経営者たちが、国際

交流の一環としてアーティスト・イン・レジデンスの

プログラムを開始したことで、創造的な人 と々の関

係が深まり、そのことが当時では移住をめぐる障壁

のひとつとして全国的な課題となっていた空き家活

用をしやすくする（ほかの地域では簡単に出てこな

い活用可能な空き家が、神山町ではつながりと担

い手の信頼によって容易にでてくる）取り組みや、若

手建築家によるリノベーション、「イン・レジデンス」

形式（滞在してさまざまなテーマの働き方ができる）

等によって、移住先、テレワーク先として、全国の中

から選ばれる地域へと変貌を遂げた。地域住民が、

アーティスト・イン・レジデンスの経験をノウハウとし

て、地域外の創造的な人 と々共創する担い手となる

ことで、移住者に選ばれ、多くの創造的な人々の関

係が生まれ、東京など大都市の企業や起業家が創

造的な活動をするための事業所を置き、このような

創造的人材の育成のための高専の設立など、社会

的投資を呼び込み続けている。

神山町における共創のための中間支援組織で

あるNPO法人グリーンバレーの設立者でもある、地

元経営者で同地の創造的地域づくりのリーダーで

ある大南信也氏によると、創造農村としての神山町

は創造的過疎を目指すという。すなわち、既存の過

疎化を受け入れながらも、新たに創造的人材が移

住や関係を持つことにより、新たなまちづくりの成長

を果たしていこうという考え方である。まさに、地域住

民が積極的に創造的な交流が親しめ、そのことで

外部から人々を受け入れ、そのことで時代に応じた

創造的発展が実現できる地域づくりの姿がある。

大南氏によると、創造的過疎において、アートプ

ロジェクトを通じてどれだけの観覧者が集まってき

たというのを、評価に置いていないという。アーティ

スト・イン・レジデンスは、観光誘客を目的としたもの

でなく、あくまで創造的な人 と々の新たな関係の機

会であり、その結果、作品が里山に増えることは、町

の文化を豊かにする財産であるという。関係したい

と神山に集まってくる人々は、アーティスト・イン・レジ

デンスの成果である作品と触れることで、この地が

創造性において豊かであることを確認し、同じく、町

の人々にとっても実感できるヘリテージとなる。

プログラムの実施による表面的な動員数等の結

果を追うのではなく、ジャンルを異にする多様な人

の出会い、そこで展開される体験の共有というプロ

セスの中から想像を超える創造や新たな価値が生

み出されているといった、共創の積み重ねが今の神

山であると、大南氏は語る。

アーティスト・イン・レジデンスを通じて、神山に触

れた人々が地域住民に相談し、新たなことをはじめ

ていく。相談から一月もたたないうちに、スタートアッ

プの開発センターが古民家にできる、海外からのレ

ジデンス作家がクラフトビールを醸造し、起業する。

そういうことが、日常のなかで起こっている創造農村

なのだ。

最初のハマカルアートプロジェクトの中間報告会

において、メンターとして来訪した大南氏の目には、

福島県12市町村の地域において、同じく可能性が

感じられたという。創造的な可能性をもって、さまざま

な人々が関係する「ハマカル」地域の環境は、地域

住民との共創環境をつくり出していくことによって、

外から人々が集まり、発展する可能性があると。それ

は、富岡町において地元で展開するアート活動の魅

力を地域住民に伝える役割の重要性を自らの経験

で取り組み、ハマカルアートプロジェクトにおける共

創を高める課題だとする青木代表の指摘ともつな

がる。

まだ、なにが起こるかわからない段階にあって、

全国からのべ67事業者が応募をし、14事業者が

取り組んだ、最初のハマカルアートプロジェクト。福

島県12市町村で、芸術表現による創造的活動に取

り組みたい人々が多いことを反映する一方、採択さ

れた支援事業者だけではなく、関係したい多くの創

造的な方々に、そして、そのことによって共創の価値

が生まれる地元の方々がさまざまなかたちで関係で

きることで、たくさんの創造的価値が生まれるような、

地域になることが射程にみえる。

この射程において、アートプロジェクトを通じて生

まれる成果は、全国や世界で行なわれているような

地域で芸術作品や表現を展示する大規模芸術祭

のような、一過性の観光等による誘客を求めるもの

ではない。それよりも、初回における多くのアーティス

ト・イン・レジデンスの成果が示したような、芸術家と

の関係性を通じて、日常的な行き来を伴った関係

が構築され、その結果、さまざまな営みが生まれ、続

いていくことに価値がある。

たくさんのアートプロジェクトの連続性と、そこか

ら生まれる新たな営みに惹かれ、日常的に福島県

12市町村に訪問する、そして、自らも営みの一員に

なっていく。そんな、神山町で起きているような日常と

重なる光景が生まれることこそが、射程の向こうにあ

る成果のビジョンなのだ。

そのためには、アーティスト・イン・レジデンスを担

う事業者が、ハマカルアートプロジェクトとしての補

助事業にとどまらない、共創を地域で続けていける

ようにすることが求められる。プロジェクト全体を統

括する私たちにとっては、いかに福島県12市町村

おける共創関係を誘発し、プロジェクト外にまで継

続的に波及させることができるかが求められる。それ

は、統括する私たち、だけではない実際の取り組み

を通じて、共創がみえてきた地域におけるさまざまな

アクターもまた、私たちとなっていく、ハマカル的創造

環境へと土壌を豊かにしていくことでもある。

岡田智博（おかだ・ともひろ）

ハマカルアートプロジェクト2023統括ディレクター。
一般社団法人クリエイティブクラスター代表理事。

東京藝術大学教養教育センターコーディネーター。

博士（学術）。マルチメディア→IT革命初期より、文
化芸術から生まれる創造性による社会イノベー

ションの可能性に着目、スタートアップ支援や地域

での新産業政策に各地で携わる。一方で、テクノロ

ジーアートの普及活動に携わってきた。文化庁メ

ディア芸術祭地方展のディレクターを3地域で務め
るなど、アートを先端的に活用した地域共創づくり

を数多く手がけている。最近の取り組みとしては、

2022年の欧州文化首都ノビサド（セルビア共和
国）での日本の現代美術を通じた未来予測をテー

マにした展覧会のキュレーションや、東京都の山間

部である西多摩地域でのアートを通じた地域住民

との魅力づくりプロジェクト「あきがわアートストリー

ム」のディレクション、東京藝術大学での初年次教

育プログラムの開発に携わっている。
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2023年に、福島県の浜通り地域の一部を中心

とする12市町村を対象にはじまった、アーティスト・

イン・レジデンス（芸術家の中期滞在支援）の取り

組み。「ハマカルアートプロジェクト」というタイトル

を得て、今回、はじめての実施となった。今回、はじめ

ての実施となった。ハマカルアートプロジェクトは、

2011年の東日本大震災に伴う、東京電力福島第

一原子力発電所の事故によって長期にわたる避難

指示等の対象となった地域において、芸術を通じ

た、地域の新たな魅力の創出、関係人口の拡大、

地域の活力向上などを目的とした、経済産業省の

施策の一環として行われたものである。

　国や地方自治体による文化政策が、文化芸術

基本法をはじめ「文化芸術」の振興を掲げるなか、

ここでは「芸術文化」と芸術を主に掲げ、12市町村

でのアートの支援に取り組もうとしている。これまで

経済産業省は、避難対象地域の解除に伴う支援策

として、企業誘致や研究開発の支援という産業振興

に多く取り組んできた。その中にあっての「芸術文

化」の振興の背景には、地域の魅力の向上を通じ

た、まちづくりの推進と、地域外からの人の呼び込み

（移住・関係人口）、帰還する住民にとってのヘリ

テージに資する目的がある。それを実行するため、

2023年には福島復興推進グループの中に福島文

化推進室を新たに設置した。

経済産業省の目的上、これまで「アート」は、産業

としての「コンテンツ」、わが国の特色を産業に活か

す「クールジャパン」といった、経済に資する支援が

中心であった。しかし、福島県12市町村における

「芸術文化」の振興事業は、これまでの「アート」を活

用した目的と一線を画した取り組みになっている。

「ハマカル」というタイトルを掲げ、はじめての年と

なった「原子力被災地域における映像・芸術文化

支援事業」の取り組みは、わが国にとっても新たな

位置をもった「芸術文化」振興策として、どのような

可能性をもたらすことができるのだろうか。ハマカル

アートプロジェクトとして、福島県12市町村におけ

るアーティスト・イン・レジデンスの初年度の仕組み

づくりに、補助事業コンソーシアムの一員である、統

括ディレクターとして参与してきた立場より、その可

能性の射程を照らしていきたい。

地域共創に重きを置いた

アートプロジェクトからの社会関係資本

ハマカルアートプロジェクトが立ち上がった同

年、経済産業省のクールジャパン政策課が「アート

と経済社会について考える研究会 報告書」（2023

年）を発行、文化芸術活動が直接的な経済活動だ

けではない、社会的なインパクトをもたらすことによ

り、わが国の経済を伴った発展のエコシステムとし

て、文化芸術活動が足りうることを提唱した。このエ

コシステムの大きな要素として、地域でのアート活

動がフォーカスされるように、地域での芸術文化活

動が地域コミュニティの活性化を通じてさまざまな価

値を地域にもたらし得るという理解が、わが国では

深まりつつある。

特に、アーティスト・イン・レジデンスが大きな位

置を占める、地域でのアートプロジェクト活動は、全

国に広がっており、アーティスト・イン・レジデンス事

業をわが国に広げた一人であり、2023年のハマカ

ルアートプロジェクトのメンターであった、菅野幸子

氏によると100を超えるアーティスト・イン・レジデン

ス事業が国内で展開している（レビュー❸参照）と

いう。

アートプロジェクトとは、社会や地域の中に入り

込んで、共創する芸術活動で、芸術としての創作の

みならず、社会や地域に新たな価値をプロジェクト

が続く限り関係性とともに創出する取り組みである。

まさに、芸術家に滞在して、地域の人 と々関係しなが

ら創作、すなわち地域住民と芸術家とが共創できる

アーティスト・イン・レジデンスは、地域で展開する

アートプロジェクトにとってキーとなる要素となって

いる。

避難から帰還へと段階が変わった、福島県12市

町村において、アートプロジェクトを地元の活性化に

活かすためには、地域に芸術家を受け入れられ続

けるアーティスト・イン・レジデンスの基盤づくりから

必要であった。芸術活動を通じた地域の再生を目的

に、富岡町3・11を語る会による演劇活動の場づくり

（レビュー❹参照）や、2023年のハマカルアートプロ

ジェクトの採択プロジェクトとなった飯舘村の図図

倉庫（ズットソーコ）、個人のアートマネージャーとし

ての富岡町の秋元菜々美氏の活動、同じくハマカル

アートプロジェクトでの滞在制作の場のひとつとなっ

た南相馬市小高区の粒粒（ルビ：つぶつぶ）や、休校

中の葛尾中学校を拠点とし、村民と芸術家との共創

を目指すKatsurao AIRなど、帰還が進むとともに、

地域住民や新たな移住者による自発的なアーティス

ト・イン・レジデンスによるプロジェクトが既に生まれ

ていた。一方で、数多くの芸術家が、特に福島県12

市町村での制作を目的に訪問（レビュー❹参照）す

るようになり、これまでの自発的なアーティスト・イン・

レジデンス事業が支えてきた熱を絶やさず、地域全

体でさまざまなアクターが取り組める環境が、共創性

を有した地域社会での芸術文化による持続的発展

のための課題であった。

そのため、ハマカルアートプロジェクトは、福島県

12市町村において、地域と共創しながら持続的な

アーティスト・イン・レジデンスのプログラムを実施

する担い手を支援するプログラムとして設計された。

すなわち、地域住民と一緒になって創作の場を提

供できる担い手（共創できる担い手）が福島県12市

町村の各地に展開し、継続して活動できるようにする

ことで、特定の芸術家が滞在して制作するだけで終

わってしまい、本来の目的である継続した地域の活

性化が生じないような状況ではなく、地元で取り組

んできた担い手が続けることができる支援プログラ

ムづくりに取組んだ。

細かいことであるが、地域の持続的発展を支援

するプログラムとして、最初に取り組んだのは「ハマ

カル」という名称づくり。「原子力被災地域における

映像・芸術文化支援事業」という正式名称では、

せっかくの創造的取り組みや成果としての展覧会、

映画上映があっても、それがどういうことなのか一貫

して認知されることは難しい（「ハマカルアートプロ

ジェクト」においては、「地域経済政策推進事業費

補助金（芸術家の中期滞在制作支援事業）」と、親

しんでもらいたい取り組みなのに説明がとても難し

い名称になっていた）し、そもそもとても伝わりにく

い。ブランディングというか、これを簡単に話せる名

称になったら、地域でも全国でも認知は深まるし、

「ハマカルだよね」「ハマカルやっている」ということと

して浸透していく。この「原子力被災地域における映

像・芸術文化支援事業」に携わっているのは、経済

産業省全省から募った若手を中心とする職員たち

で、「ハマカル」の名称も、地域上一概に「浜通り」と

ひとくくりにできないが、浜である地域を中心とした

地域を文化（英語ではculture）で耕す（英語では

cultivation）を組み合わせ、誰もが親しめる語感と

想起できるものとして、彼ら彼女たちが考案した名称

である。

このように、地元としての福島県12市町村と関係

する人々の輪を芸術と文化を通じて厚みのあるもの

にしていくためには、アートプロジェクトがわが国で

広がる発端となった現代アートの分野にとどまらな

い、幅広い文化的創作を地域で受け入れられるプ

ログラムであることが必要となる。多様化するアー

ティスト・イン・レジデンスのプログラムにおいては、

映画制作や演劇など、現代アート以外を扱うプログ

ラムも生まれ始めているが、多くの場合表現分野が

限られている。本プロジェクトでは、多様なアーティ

スト・イン・レジデンスのプログラムが豊かに花開く

土壌になることが目的となるため、どんな分野のプ

ログラムでも実施できるようにした。当初は、映画、演

劇、現代アートの3分野を主軸に打ち出してきたが、

公募の際には、それ以外のあらゆる分野を関係する

として、結果として、ボイスドラマや建築、デザインと

いった、現代を表象する多彩な滞在制作が選ば

れ、実施（詳しくは本事業アーカイブの成果紹介を

参照）された。

幅広い分野設定は、ともすれば、本来の目的であ

る、芸術文化活動を通じた地域住民との共創と関

係を発展的に持続させることと矛盾するリスクもあ

る。たとえば、映画等の映像制作の場合、現地での

創作が終われば、創作としての関係は断絶してしま

う。音楽の場合も演奏だけで終わってしまうことも多

い。現代アートであっても、そこで題材を得て終わり

ということもある。ハマカルアートプロジェクトでは、

個々の滞在作家の活動の持続性というよりも、アー

ティスト・イン・レジデンスのプログラムを実施する

事業者（担い手）がどのように、地域との共創を行

ない、持続的なプロジェクト活動に取り組めるのか

を基準とすることで、本来の意義である、地域で多彩

なアートがつくり続けられる環境づくりを支援できる

ようにした。

結果として、先にあげた既に自らの手でアーティ

スト・イン・レジデンスに取り組んでいる地域のプロ

ジェクトをより発展させる取り組みや、被災にあった

伝統的工芸品の工房施設を滞在制作や企画展示

の場として再興したガッチ株式会社の浪江町での

成果など、制作支援を継続できる新たな関係性の

構築を実現できた地域内外の担い手が生まれる一

方、地域との共創により作品成果が生まれながらも

その関係の継続によるプログラムづくりを模索する

地域外の担い手も存在することは確かである。

また、アーティスト・イン・レジデンスに取り組んだ

担い手だけでなく、同じく、狭い分野にとどまらない

アートによる地元の担い手との継続した事業活動

の広がりも生まれた。富岡町出身で帰還を果たした

若い起業家が旧銀行をコンバージョンして起業し

た、コスプレスタジオ機能を持つ写真館「コススタ」

は、2023年度の成果報告展の会場となり、アートを

含めた創造の場としての広がりに多くの地域住民

が新たな期待を寄せるようになった（レビュー❹参

照）。2023年に100周年を迎えた南相馬市原町に

ある今でも上映が可能な旧映画館の朝日座では、

地元経営者が中心となった再興活動が、ハマカル

アートプロジェクトにおける滞在制作の受け皿とな

り、多分野のコンテンツが展開した。葛尾村のアー

ティスト・イン・レジデンス・プログラムのチームが、

滞在制作事業の多くの部分で専門的技術等の提

供を行なった。

はじめてのハマカルアートプロジェクトであったこ

ともあり、これらの活動を支援するコンソーシアムの

事務局もまた、新たな取り組みを経済産業省の職

員たちと耕す一年であった。そのため、支援する担

い手とともに動いていきながらのプログラムづくりと

なった。動くことで共創関係が地域で生まれていく、

全く地域との接点がなかった担い手が、人材育成

において世界的は評価を持つハンガリーの映画監

督であるタル・ベーラ氏を迎えて、世界公募で選ん

だこれからの才能を持つ7人の監督が2週間の滞

在で福島県12市町村を舞台にそれぞれの映画制

作に取り組んだプログラムが実現できたことは、初

年時における共創の「開墾」成果といえるであろう。

一方で、幅広いプログラム、異なるバックグラウンド

の担い手間の連携が十分でなく、それぞれのプロ

グラム間の交流が限られたものいなってしまったこ

とが、支援を受けた担い手の多くから指摘された

り、また、富岡町3・11を語る会の青木淑子代表が

指摘（レビュー❹参照）したように、地域で活動をし

たり、同じく芸術文化活動を福島県12市町村にて

求めている担い手との関係性の構築がまだ途上に

ある点は成長課題である。

アートプロジェクトの担い手、滞在芸術家、地域

住民、地域と関係する人々の共創の結果、実際の

創作活動に触れた人々の間から、福島県12市町

村における芸術文化活動をより広げていく、実施し

ていくための、関係性も生まれ始めている。成果展示

展の会場となった「コススタ」からのつながりのよう

に地元在住の若手起業家や、レビュー❹で語った

地元と密着した担い手である富岡町3・11を語る会

と一緒になったアウトリーチなど、アートに関わる

人々にとどまらないハマカルアートプロジェクトの輪

が芽生えつつある。「ハマカル」の愛称とともに広が

る、実際に触れた人々が広げる関係性は、同じく「ハ

マカル」の取り組みから2023年に生まれた、地域で

の映画制作の支援プラットフォームである「相双フィ

ルムコミッション」の活動など、多分野の芸術文化

活動で価値を創造できる「ハマカル」地域へと共創

しながら、芽吹くことが期待できる。

ハマカルアートプロジェクトが耕す

共創環境による競争力のある

創造的まちづくりの可能性とその条件

このように、多数のアーティスト・イン・レジデンス

のプログラムを地域で展開できる環境がハマカル

アートプロジェクトを通じて、生み出されている「芸術

家と地域住民との共創」によって、これからどのよう

な価値を生み出す可能性があるのだろうか。

ここで着目したい点は、新産業地域の創出と再生

において、1990年代以降世界のスタンダートと

なってきた政策アイディアである「創造都市」の流れ

にとても親和性が高い要素が、福島県12市町村に

おける「ハマカル」の取り組み、特にハマカルアート

プロジェクトに有する点である。

創造都市は、PCの普及によるデジタルを活用し

た知的生産活動の「民主化」（特別な装置によらな

くても、集団や個人の範囲でデザインや設計、動画

制作等を可能とした）と、コミュニケーションの高度

化によるパーソナルなネットワーク化、それに伴って

大企業や制度的寡占に対してビジネス面において

ローカルが対抗できるようになったことが、高度情

報化ネットワーク社会の到来によってもたらされた

結果、地方都市に住む人々や若者であっても自身

の創造性で新たな営みをつくることができる環境が

もたらした地域産業のエコシステムを指す。

このような、知的生産活動の「民主化」は、デジタ

ルやメディアコンテンツに関係する分野においてこ

れまで辺境とされてきた都市から新たな創発を生み

出し、有力なスタートアップやクリエイターを輩出し、

食や化粧品等の分野においてはグローバル企業

のブランドに対して地域資源を活かした製品が市

場を獲得し、これらの活動が行き来する衰退した中

心市街地や工業地帯が魅力ある文化体験をたの

しむ観光地へと変貌を遂げた状況を通じて生まれ

た概念である。デジタルやメディアコンテンツ分野

においては、フィンランドのヘルシンキやオランダの

アムステルダムが好例であり、食や化粧品、観光の

分野においてはイタリア北部の諸都市、ビルバオや

サンセバスチャンといったスペインのバスク地方が

よくあげられている。東アジアにおいても、無人の港

湾地域のアトリエやレジデンス、展示の場への転用

を発端に、500万人を年間集める地域有数の観光

地でありクリエイティブ産業の中心へと変化を遂げ

た台湾の高雄のような事例がある。

創造都市のアイディアは、都市産業政策もしくは

文化振興政策において、世界的に広がっており、こ

のような環境から生まれた、知的産業分野は創造産

業（クリエイティブ産業）として数多くの国々や無数

の地域で最新の産業として振興に取り組まれている

ようになっている。

創造都市において成功している地域に共通する

ものとして、新たな表現を受容し、さまざまな場所で

表現や展開ができる、進取性と寛容性、それを実現

する無数のネットワーキングやコミュニティの存在

と、これらを結びつける多様な触媒（ミッドグラウン

ド、中間支援）の存在がある。すなわち、地域住民と

創造的な人 と々の間に、多様なつながりが存在し、

そのことによって双方が地域で関わりあいを持てる

共創関係が幾つも存在し、その多様性が刺激と

なって魅力ある地域を、担い手自身の手によって生

み出されている状況が存在している。

はからずも、ハマカルアートプロジェクトが目指そ

うとしている、地域住民と芸術家、クリエイター等の

創造的な人々が、さまざまなプログラムを地元でつく

る担い手によって、多様な関係を通じた豊かな共創

環境をつくり出そうとしていることとつながっている。

この創造都市の考え方は、ある程度以上の人口

規模だけではなく、人口が少ない地域でも存在して

いるという考え方が、主流となりつつある。経済地理

学者のリチャード・フロリダ博士は、全米の地域統

計をもとにIT産業の成長と創造的傾向のある人材

の多さの相関は人口の大小を問わず起きることを

明らかにし、わが国においては創造都市のアイディ

アをアジアにはじめて導入した佐々木雅幸博士が

「創造農村」というアイディアを創出し、人口が少な

い地域においても地元住民と創造的人材との間の

共創による地域社会や経済の発展があることを示

している。

現在、創造農村の考え方において、好例とされて

いるのが徳島県神山町である。山間にある神山町

では、当時、若手であった地元経営者たちが、国際

交流の一環としてアーティスト・イン・レジデンスの

プログラムを開始したことで、創造的な人 と々の関

係が深まり、そのことが当時では移住をめぐる障壁

のひとつとして全国的な課題となっていた空き家活

用をしやすくする（ほかの地域では簡単に出てこな

い活用可能な空き家が、神山町ではつながりと担

い手の信頼によって容易にでてくる）取り組みや、若

手建築家によるリノベーション、「イン・レジデンス」

形式（滞在してさまざまなテーマの働き方ができる）

等によって、移住先、テレワーク先として、全国の中

から選ばれる地域へと変貌を遂げた。地域住民が、

アーティスト・イン・レジデンスの経験をノウハウとし

て、地域外の創造的な人 と々共創する担い手となる

ことで、移住者に選ばれ、多くの創造的な人々の関

係が生まれ、東京など大都市の企業や起業家が創

造的な活動をするための事業所を置き、このような

創造的人材の育成のための高専の設立など、社会

的投資を呼び込み続けている。

神山町における共創のための中間支援組織で

あるNPO法人グリーンバレーの設立者でもある、地

元経営者で同地の創造的地域づくりのリーダーで

ある大南信也氏によると、創造農村としての神山町

は創造的過疎を目指すという。すなわち、既存の過

疎化を受け入れながらも、新たに創造的人材が移

住や関係を持つことにより、新たなまちづくりの成長

を果たしていこうという考え方である。まさに、地域住

民が積極的に創造的な交流が親しめ、そのことで

外部から人々を受け入れ、そのことで時代に応じた

創造的発展が実現できる地域づくりの姿がある。

大南氏によると、創造的過疎において、アートプ

ロジェクトを通じてどれだけの観覧者が集まってき

たというのを、評価に置いていないという。アーティ

スト・イン・レジデンスは、観光誘客を目的としたもの

でなく、あくまで創造的な人 と々の新たな関係の機

会であり、その結果、作品が里山に増えることは、町

の文化を豊かにする財産であるという。関係したい

と神山に集まってくる人々は、アーティスト・イン・レジ

デンスの成果である作品と触れることで、この地が

創造性において豊かであることを確認し、同じく、町

の人々にとっても実感できるヘリテージとなる。

プログラムの実施による表面的な動員数等の結

果を追うのではなく、ジャンルを異にする多様な人

の出会い、そこで展開される体験の共有というプロ

セスの中から想像を超える創造や新たな価値が生

み出されているといった、共創の積み重ねが今の神

山であると、大南氏は語る。

アーティスト・イン・レジデンスを通じて、神山に触

れた人々が地域住民に相談し、新たなことをはじめ

ていく。相談から一月もたたないうちに、スタートアッ

プの開発センターが古民家にできる、海外からのレ

ジデンス作家がクラフトビールを醸造し、起業する。

そういうことが、日常のなかで起こっている創造農村

なのだ。

最初のハマカルアートプロジェクトの中間報告会

において、メンターとして来訪した大南氏の目には、

福島県12市町村の地域において、同じく可能性が

感じられたという。創造的な可能性をもって、さまざま

な人々が関係する「ハマカル」地域の環境は、地域

住民との共創環境をつくり出していくことによって、

外から人々が集まり、発展する可能性があると。それ

は、富岡町において地元で展開するアート活動の魅

力を地域住民に伝える役割の重要性を自らの経験

で取り組み、ハマカルアートプロジェクトにおける共

創を高める課題だとする青木代表の指摘ともつな

がる。

まだ、なにが起こるかわからない段階にあって、

全国からのべ67事業者が応募をし、14事業者が

取り組んだ、最初のハマカルアートプロジェクト。福

島県12市町村で、芸術表現による創造的活動に取

り組みたい人々が多いことを反映する一方、採択さ

れた支援事業者だけではなく、関係したい多くの創

造的な方々に、そして、そのことによって共創の価値

が生まれる地元の方々がさまざまなかたちで関係で

きることで、たくさんの創造的価値が生まれるような、

地域になることが射程にみえる。

この射程において、アートプロジェクトを通じて生

まれる成果は、全国や世界で行なわれているような

地域で芸術作品や表現を展示する大規模芸術祭

のような、一過性の観光等による誘客を求めるもの

ではない。それよりも、初回における多くのアーティス

ト・イン・レジデンスの成果が示したような、芸術家と

の関係性を通じて、日常的な行き来を伴った関係

が構築され、その結果、さまざまな営みが生まれ、続

いていくことに価値がある。

たくさんのアートプロジェクトの連続性と、そこか

ら生まれる新たな営みに惹かれ、日常的に福島県

12市町村に訪問する、そして、自らも営みの一員に

なっていく。そんな、神山町で起きているような日常と

重なる光景が生まれることこそが、射程の向こうにあ

る成果のビジョンなのだ。

そのためには、アーティスト・イン・レジデンスを担

う事業者が、ハマカルアートプロジェクトとしての補

助事業にとどまらない、共創を地域で続けていける

ようにすることが求められる。プロジェクト全体を統

括する私たちにとっては、いかに福島県12市町村

おける共創関係を誘発し、プロジェクト外にまで継

続的に波及させることができるかが求められる。それ

は、統括する私たち、だけではない実際の取り組み

を通じて、共創がみえてきた地域におけるさまざまな

アクターもまた、私たちとなっていく、ハマカル的創造

環境へと土壌を豊かにしていくことでもある。

岡田智博（おかだ・ともひろ）

ハマカルアートプロジェクト2023統括ディレクター。
一般社団法人クリエイティブクラスター代表理事。

東京藝術大学教養教育センターコーディネーター。

博士（学術）。マルチメディア→IT革命初期より、文
化芸術から生まれる創造性による社会イノベー

ションの可能性に着目、スタートアップ支援や地域

での新産業政策に各地で携わる。一方で、テクノロ

ジーアートの普及活動に携わってきた。文化庁メ

ディア芸術祭地方展のディレクターを3地域で務め
るなど、アートを先端的に活用した地域共創づくり

を数多く手がけている。最近の取り組みとしては、

2022年の欧州文化首都ノビサド（セルビア共和
国）での日本の現代美術を通じた未来予測をテー

マにした展覧会のキュレーションや、東京都の山間

部である西多摩地域でのアートを通じた地域住民

との魅力づくりプロジェクト「あきがわアートストリー

ム」のディレクション、東京藝術大学での初年次教

育プログラムの開発に携わっている。
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あわせてご覧ください
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ハマカル・アート・プロジェクトに参加した、プロジェクトの担い手や滞在芸術家が福島でどのような活動をし、
なにを表現したのか。実施期間中の活動を、現地で活動するローカルプレスのチームが同時取材しました。
そのレポートをnote（WEBサービス）を通じて公開しています。どのような活動や交流、共創が展開された
のか、もうひとつの記録です。

ハマカルアートプロジェクト
https://note.com/hamaculartproject/

はじめてのハマカルアートプロジェクト ハマカルアートプロジェクト2023 アーカイブ
編者： 岡田智博
デザイン： ナカノケン（Alphayz）
製作： ハマカルアートプロジェクト2023コンソーシアム
 （株式会社アドギルド・ジャパン、一般社団法人クリエイティブクラスター、合同会社tecoLLC）
発行日： 2024年3月
発行： 一般社団法人クリエイティブクラスター

東京都西多摩郡檜原村4258 アーツキャンプひのはら 〒190-0205
メール tokyo@creativecluster.jp
アーカイブURL https://hamacul.creativeclsuter.jp/

補助：  経済産業省 令和5年度 地域経済政策推進事業補助金
本書の無断転写、転載、複製を禁じます

2023年に、福島県の浜通り地域の一部を中心

とする12市町村を対象にはじまった、アーティスト・

イン・レジデンス（芸術家の中期滞在支援）の取り

組み。「ハマカルアートプロジェクト」というタイトル

を得て、今回、はじめての実施となった。今回、はじめ

ての実施となった。ハマカルアートプロジェクトは、

2011年の東日本大震災に伴う、東京電力福島第

一原子力発電所の事故によって長期にわたる避難

指示等の対象となった地域において、芸術を通じ

た、地域の新たな魅力の創出、関係人口の拡大、

地域の活力向上などを目的とした、経済産業省の

施策の一環として行われたものである。

　国や地方自治体による文化政策が、文化芸術

基本法をはじめ「文化芸術」の振興を掲げるなか、

ここでは「芸術文化」と芸術を主に掲げ、12市町村

でのアートの支援に取り組もうとしている。これまで

経済産業省は、避難対象地域の解除に伴う支援策

として、企業誘致や研究開発の支援という産業振興

に多く取り組んできた。その中にあっての「芸術文

化」の振興の背景には、地域の魅力の向上を通じ

た、まちづくりの推進と、地域外からの人の呼び込み

（移住・関係人口）、帰還する住民にとってのヘリ

テージに資する目的がある。それを実行するため、

2023年には福島復興推進グループの中に福島文

化推進室を新たに設置した。

経済産業省の目的上、これまで「アート」は、産業

としての「コンテンツ」、わが国の特色を産業に活か

す「クールジャパン」といった、経済に資する支援が

中心であった。しかし、福島県12市町村における

「芸術文化」の振興事業は、これまでの「アート」を活

用した目的と一線を画した取り組みになっている。

「ハマカル」というタイトルを掲げ、はじめての年と

なった「原子力被災地域における映像・芸術文化

支援事業」の取り組みは、わが国にとっても新たな

位置をもった「芸術文化」振興策として、どのような

可能性をもたらすことができるのだろうか。ハマカル

アートプロジェクトとして、福島県12市町村におけ

るアーティスト・イン・レジデンスの初年度の仕組み

づくりに、補助事業コンソーシアムの一員である、統

括ディレクターとして参与してきた立場より、その可

能性の射程を照らしていきたい。

地域共創に重きを置いた

アートプロジェクトからの社会関係資本

ハマカルアートプロジェクトが立ち上がった同

年、経済産業省のクールジャパン政策課が「アート

と経済社会について考える研究会 報告書」（2023

年）を発行、文化芸術活動が直接的な経済活動だ

けではない、社会的なインパクトをもたらすことによ

り、わが国の経済を伴った発展のエコシステムとし

て、文化芸術活動が足りうることを提唱した。このエ

コシステムの大きな要素として、地域でのアート活

動がフォーカスされるように、地域での芸術文化活

動が地域コミュニティの活性化を通じてさまざまな価

値を地域にもたらし得るという理解が、わが国では

深まりつつある。

特に、アーティスト・イン・レジデンスが大きな位

置を占める、地域でのアートプロジェクト活動は、全

国に広がっており、アーティスト・イン・レジデンス事

業をわが国に広げた一人であり、2023年のハマカ

ルアートプロジェクトのメンターであった、菅野幸子

氏によると100を超えるアーティスト・イン・レジデン

ス事業が国内で展開している（レビュー❸参照）と

いう。

アートプロジェクトとは、社会や地域の中に入り

込んで、共創する芸術活動で、芸術としての創作の

みならず、社会や地域に新たな価値をプロジェクト

が続く限り関係性とともに創出する取り組みである。

まさに、芸術家に滞在して、地域の人 と々関係しなが

ら創作、すなわち地域住民と芸術家とが共創できる

アーティスト・イン・レジデンスは、地域で展開する

アートプロジェクトにとってキーとなる要素となって

いる。

避難から帰還へと段階が変わった、福島県12市

町村において、アートプロジェクトを地元の活性化に

活かすためには、地域に芸術家を受け入れられ続

けるアーティスト・イン・レジデンスの基盤づくりから

必要であった。芸術活動を通じた地域の再生を目的

に、富岡町3・11を語る会による演劇活動の場づくり

（レビュー❹参照）や、2023年のハマカルアートプロ

ジェクトの採択プロジェクトとなった飯舘村の図図

倉庫（ズットソーコ）、個人のアートマネージャーとし

ての富岡町の秋元菜々美氏の活動、同じくハマカル

アートプロジェクトでの滞在制作の場のひとつとなっ

た南相馬市小高区の粒粒（ルビ：つぶつぶ）や、休校

中の葛尾中学校を拠点とし、村民と芸術家との共創

を目指すKatsurao AIRなど、帰還が進むとともに、

地域住民や新たな移住者による自発的なアーティス

ト・イン・レジデンスによるプロジェクトが既に生まれ

ていた。一方で、数多くの芸術家が、特に福島県12

市町村での制作を目的に訪問（レビュー❹参照）す

るようになり、これまでの自発的なアーティスト・イン・

レジデンス事業が支えてきた熱を絶やさず、地域全

体でさまざまなアクターが取り組める環境が、共創性

を有した地域社会での芸術文化による持続的発展

のための課題であった。

そのため、ハマカルアートプロジェクトは、福島県

12市町村において、地域と共創しながら持続的な

アーティスト・イン・レジデンスのプログラムを実施

する担い手を支援するプログラムとして設計された。

すなわち、地域住民と一緒になって創作の場を提

供できる担い手（共創できる担い手）が福島県12市

町村の各地に展開し、継続して活動できるようにする

ことで、特定の芸術家が滞在して制作するだけで終

わってしまい、本来の目的である継続した地域の活

性化が生じないような状況ではなく、地元で取り組

んできた担い手が続けることができる支援プログラ

ムづくりに取組んだ。

細かいことであるが、地域の持続的発展を支援

するプログラムとして、最初に取り組んだのは「ハマ

カル」という名称づくり。「原子力被災地域における

映像・芸術文化支援事業」という正式名称では、

せっかくの創造的取り組みや成果としての展覧会、

映画上映があっても、それがどういうことなのか一貫

して認知されることは難しい（「ハマカルアートプロ

ジェクト」においては、「地域経済政策推進事業費

補助金（芸術家の中期滞在制作支援事業）」と、親

しんでもらいたい取り組みなのに説明がとても難し

い名称になっていた）し、そもそもとても伝わりにく

い。ブランディングというか、これを簡単に話せる名

称になったら、地域でも全国でも認知は深まるし、

「ハマカルだよね」「ハマカルやっている」ということと

して浸透していく。この「原子力被災地域における映

像・芸術文化支援事業」に携わっているのは、経済

産業省全省から募った若手を中心とする職員たち

で、「ハマカル」の名称も、地域上一概に「浜通り」と

ひとくくりにできないが、浜である地域を中心とした

地域を文化（英語ではculture）で耕す（英語では

cultivation）を組み合わせ、誰もが親しめる語感と

想起できるものとして、彼ら彼女たちが考案した名称

である。

このように、地元としての福島県12市町村と関係

する人々の輪を芸術と文化を通じて厚みのあるもの

にしていくためには、アートプロジェクトがわが国で

広がる発端となった現代アートの分野にとどまらな

い、幅広い文化的創作を地域で受け入れられるプ

ログラムであることが必要となる。多様化するアー

ティスト・イン・レジデンスのプログラムにおいては、

映画制作や演劇など、現代アート以外を扱うプログ

ラムも生まれ始めているが、多くの場合表現分野が

限られている。本プロジェクトでは、多様なアーティ

スト・イン・レジデンスのプログラムが豊かに花開く

土壌になることが目的となるため、どんな分野のプ

ログラムでも実施できるようにした。当初は、映画、演

劇、現代アートの3分野を主軸に打ち出してきたが、

公募の際には、それ以外のあらゆる分野を関係する

として、結果として、ボイスドラマや建築、デザインと

いった、現代を表象する多彩な滞在制作が選ば

れ、実施（詳しくは本事業アーカイブの成果紹介を

参照）された。

幅広い分野設定は、ともすれば、本来の目的であ

る、芸術文化活動を通じた地域住民との共創と関

係を発展的に持続させることと矛盾するリスクもあ

る。たとえば、映画等の映像制作の場合、現地での

創作が終われば、創作としての関係は断絶してしま

う。音楽の場合も演奏だけで終わってしまうことも多

い。現代アートであっても、そこで題材を得て終わり

ということもある。ハマカルアートプロジェクトでは、

個々の滞在作家の活動の持続性というよりも、アー

ティスト・イン・レジデンスのプログラムを実施する

事業者（担い手）がどのように、地域との共創を行

ない、持続的なプロジェクト活動に取り組めるのか

を基準とすることで、本来の意義である、地域で多彩

なアートがつくり続けられる環境づくりを支援できる

ようにした。

結果として、先にあげた既に自らの手でアーティ

スト・イン・レジデンスに取り組んでいる地域のプロ

ジェクトをより発展させる取り組みや、被災にあった

伝統的工芸品の工房施設を滞在制作や企画展示

の場として再興したガッチ株式会社の浪江町での

成果など、制作支援を継続できる新たな関係性の

構築を実現できた地域内外の担い手が生まれる一

方、地域との共創により作品成果が生まれながらも

その関係の継続によるプログラムづくりを模索する

地域外の担い手も存在することは確かである。

また、アーティスト・イン・レジデンスに取り組んだ

担い手だけでなく、同じく、狭い分野にとどまらない

アートによる地元の担い手との継続した事業活動

の広がりも生まれた。富岡町出身で帰還を果たした

若い起業家が旧銀行をコンバージョンして起業し

た、コスプレスタジオ機能を持つ写真館「コススタ」

は、2023年度の成果報告展の会場となり、アートを

含めた創造の場としての広がりに多くの地域住民

が新たな期待を寄せるようになった（レビュー❹参

照）。2023年に100周年を迎えた南相馬市原町に

ある今でも上映が可能な旧映画館の朝日座では、

地元経営者が中心となった再興活動が、ハマカル

アートプロジェクトにおける滞在制作の受け皿とな

り、多分野のコンテンツが展開した。葛尾村のアー

ティスト・イン・レジデンス・プログラムのチームが、

滞在制作事業の多くの部分で専門的技術等の提

供を行なった。

はじめてのハマカルアートプロジェクトであったこ

ともあり、これらの活動を支援するコンソーシアムの

事務局もまた、新たな取り組みを経済産業省の職

員たちと耕す一年であった。そのため、支援する担

い手とともに動いていきながらのプログラムづくりと

なった。動くことで共創関係が地域で生まれていく、

全く地域との接点がなかった担い手が、人材育成

において世界的は評価を持つハンガリーの映画監

督であるタル・ベーラ氏を迎えて、世界公募で選ん

だこれからの才能を持つ7人の監督が2週間の滞

在で福島県12市町村を舞台にそれぞれの映画制

作に取り組んだプログラムが実現できたことは、初

年時における共創の「開墾」成果といえるであろう。

一方で、幅広いプログラム、異なるバックグラウンド

の担い手間の連携が十分でなく、それぞれのプロ

グラム間の交流が限られたものいなってしまったこ

とが、支援を受けた担い手の多くから指摘された

り、また、富岡町3・11を語る会の青木淑子代表が

指摘（レビュー❹参照）したように、地域で活動をし

たり、同じく芸術文化活動を福島県12市町村にて

求めている担い手との関係性の構築がまだ途上に

ある点は成長課題である。

アートプロジェクトの担い手、滞在芸術家、地域

住民、地域と関係する人々の共創の結果、実際の

創作活動に触れた人々の間から、福島県12市町

村における芸術文化活動をより広げていく、実施し

ていくための、関係性も生まれ始めている。成果展示

展の会場となった「コススタ」からのつながりのよう

に地元在住の若手起業家や、レビュー❹で語った

地元と密着した担い手である富岡町3・11を語る会

と一緒になったアウトリーチなど、アートに関わる

人々にとどまらないハマカルアートプロジェクトの輪

が芽生えつつある。「ハマカル」の愛称とともに広が

る、実際に触れた人々が広げる関係性は、同じく「ハ

マカル」の取り組みから2023年に生まれた、地域で

の映画制作の支援プラットフォームである「相双フィ

ルムコミッション」の活動など、多分野の芸術文化

活動で価値を創造できる「ハマカル」地域へと共創

しながら、芽吹くことが期待できる。

ハマカルアートプロジェクトが耕す

共創環境による競争力のある

創造的まちづくりの可能性とその条件

このように、多数のアーティスト・イン・レジデンス

のプログラムを地域で展開できる環境がハマカル

アートプロジェクトを通じて、生み出されている「芸術

家と地域住民との共創」によって、これからどのよう

な価値を生み出す可能性があるのだろうか。

ここで着目したい点は、新産業地域の創出と再生

において、1990年代以降世界のスタンダートと

なってきた政策アイディアである「創造都市」の流れ

にとても親和性が高い要素が、福島県12市町村に

おける「ハマカル」の取り組み、特にハマカルアート

プロジェクトに有する点である。

創造都市は、PCの普及によるデジタルを活用し

た知的生産活動の「民主化」（特別な装置によらな

くても、集団や個人の範囲でデザインや設計、動画

制作等を可能とした）と、コミュニケーションの高度

化によるパーソナルなネットワーク化、それに伴って

大企業や制度的寡占に対してビジネス面において

ローカルが対抗できるようになったことが、高度情

報化ネットワーク社会の到来によってもたらされた

結果、地方都市に住む人々や若者であっても自身

の創造性で新たな営みをつくることができる環境が

もたらした地域産業のエコシステムを指す。

このような、知的生産活動の「民主化」は、デジタ

ルやメディアコンテンツに関係する分野においてこ

れまで辺境とされてきた都市から新たな創発を生み

出し、有力なスタートアップやクリエイターを輩出し、

食や化粧品等の分野においてはグローバル企業

のブランドに対して地域資源を活かした製品が市

場を獲得し、これらの活動が行き来する衰退した中

心市街地や工業地帯が魅力ある文化体験をたの

しむ観光地へと変貌を遂げた状況を通じて生まれ

た概念である。デジタルやメディアコンテンツ分野

においては、フィンランドのヘルシンキやオランダの

アムステルダムが好例であり、食や化粧品、観光の

分野においてはイタリア北部の諸都市、ビルバオや

サンセバスチャンといったスペインのバスク地方が

よくあげられている。東アジアにおいても、無人の港

湾地域のアトリエやレジデンス、展示の場への転用

を発端に、500万人を年間集める地域有数の観光

地でありクリエイティブ産業の中心へと変化を遂げ

た台湾の高雄のような事例がある。

創造都市のアイディアは、都市産業政策もしくは

文化振興政策において、世界的に広がっており、こ

のような環境から生まれた、知的産業分野は創造産

業（クリエイティブ産業）として数多くの国々や無数

の地域で最新の産業として振興に取り組まれている

ようになっている。

創造都市において成功している地域に共通する

ものとして、新たな表現を受容し、さまざまな場所で

表現や展開ができる、進取性と寛容性、それを実現

する無数のネットワーキングやコミュニティの存在

と、これらを結びつける多様な触媒（ミッドグラウン

ド、中間支援）の存在がある。すなわち、地域住民と

創造的な人 と々の間に、多様なつながりが存在し、

そのことによって双方が地域で関わりあいを持てる

共創関係が幾つも存在し、その多様性が刺激と

なって魅力ある地域を、担い手自身の手によって生

み出されている状況が存在している。

はからずも、ハマカルアートプロジェクトが目指そ

うとしている、地域住民と芸術家、クリエイター等の

創造的な人々が、さまざまなプログラムを地元でつく

る担い手によって、多様な関係を通じた豊かな共創

環境をつくり出そうとしていることとつながっている。

この創造都市の考え方は、ある程度以上の人口

規模だけではなく、人口が少ない地域でも存在して

いるという考え方が、主流となりつつある。経済地理

学者のリチャード・フロリダ博士は、全米の地域統

計をもとにIT産業の成長と創造的傾向のある人材

の多さの相関は人口の大小を問わず起きることを

明らかにし、わが国においては創造都市のアイディ

アをアジアにはじめて導入した佐々木雅幸博士が

「創造農村」というアイディアを創出し、人口が少な

い地域においても地元住民と創造的人材との間の

共創による地域社会や経済の発展があることを示

している。

現在、創造農村の考え方において、好例とされて

いるのが徳島県神山町である。山間にある神山町

では、当時、若手であった地元経営者たちが、国際

交流の一環としてアーティスト・イン・レジデンスの

プログラムを開始したことで、創造的な人 と々の関

係が深まり、そのことが当時では移住をめぐる障壁

のひとつとして全国的な課題となっていた空き家活

用をしやすくする（ほかの地域では簡単に出てこな

い活用可能な空き家が、神山町ではつながりと担

い手の信頼によって容易にでてくる）取り組みや、若

手建築家によるリノベーション、「イン・レジデンス」

形式（滞在してさまざまなテーマの働き方ができる）

等によって、移住先、テレワーク先として、全国の中

から選ばれる地域へと変貌を遂げた。地域住民が、

アーティスト・イン・レジデンスの経験をノウハウとし

て、地域外の創造的な人 と々共創する担い手となる

ことで、移住者に選ばれ、多くの創造的な人々の関

係が生まれ、東京など大都市の企業や起業家が創

造的な活動をするための事業所を置き、このような

創造的人材の育成のための高専の設立など、社会

的投資を呼び込み続けている。

神山町における共創のための中間支援組織で

あるNPO法人グリーンバレーの設立者でもある、地

元経営者で同地の創造的地域づくりのリーダーで

ある大南信也氏によると、創造農村としての神山町

は創造的過疎を目指すという。すなわち、既存の過

疎化を受け入れながらも、新たに創造的人材が移

住や関係を持つことにより、新たなまちづくりの成長

を果たしていこうという考え方である。まさに、地域住

民が積極的に創造的な交流が親しめ、そのことで

外部から人々を受け入れ、そのことで時代に応じた

創造的発展が実現できる地域づくりの姿がある。

大南氏によると、創造的過疎において、アートプ

ロジェクトを通じてどれだけの観覧者が集まってき

たというのを、評価に置いていないという。アーティ

スト・イン・レジデンスは、観光誘客を目的としたもの

でなく、あくまで創造的な人 と々の新たな関係の機

会であり、その結果、作品が里山に増えることは、町

の文化を豊かにする財産であるという。関係したい

と神山に集まってくる人々は、アーティスト・イン・レジ

デンスの成果である作品と触れることで、この地が

創造性において豊かであることを確認し、同じく、町

の人々にとっても実感できるヘリテージとなる。

プログラムの実施による表面的な動員数等の結

果を追うのではなく、ジャンルを異にする多様な人

の出会い、そこで展開される体験の共有というプロ

セスの中から想像を超える創造や新たな価値が生

み出されているといった、共創の積み重ねが今の神

山であると、大南氏は語る。

アーティスト・イン・レジデンスを通じて、神山に触

れた人々が地域住民に相談し、新たなことをはじめ

ていく。相談から一月もたたないうちに、スタートアッ

プの開発センターが古民家にできる、海外からのレ

ジデンス作家がクラフトビールを醸造し、起業する。

そういうことが、日常のなかで起こっている創造農村

なのだ。

最初のハマカルアートプロジェクトの中間報告会

において、メンターとして来訪した大南氏の目には、

福島県12市町村の地域において、同じく可能性が

感じられたという。創造的な可能性をもって、さまざま

な人々が関係する「ハマカル」地域の環境は、地域

住民との共創環境をつくり出していくことによって、

外から人々が集まり、発展する可能性があると。それ

は、富岡町において地元で展開するアート活動の魅

力を地域住民に伝える役割の重要性を自らの経験

で取り組み、ハマカルアートプロジェクトにおける共

創を高める課題だとする青木代表の指摘ともつな

がる。

まだ、なにが起こるかわからない段階にあって、

全国からのべ67事業者が応募をし、14事業者が

取り組んだ、最初のハマカルアートプロジェクト。福

島県12市町村で、芸術表現による創造的活動に取

り組みたい人々が多いことを反映する一方、採択さ

れた支援事業者だけではなく、関係したい多くの創

造的な方々に、そして、そのことによって共創の価値

が生まれる地元の方々がさまざまなかたちで関係で

きることで、たくさんの創造的価値が生まれるような、

地域になることが射程にみえる。

この射程において、アートプロジェクトを通じて生

まれる成果は、全国や世界で行なわれているような

地域で芸術作品や表現を展示する大規模芸術祭

のような、一過性の観光等による誘客を求めるもの

ではない。それよりも、初回における多くのアーティス

ト・イン・レジデンスの成果が示したような、芸術家と

の関係性を通じて、日常的な行き来を伴った関係

が構築され、その結果、さまざまな営みが生まれ、続

いていくことに価値がある。

たくさんのアートプロジェクトの連続性と、そこか

ら生まれる新たな営みに惹かれ、日常的に福島県

12市町村に訪問する、そして、自らも営みの一員に

なっていく。そんな、神山町で起きているような日常と

重なる光景が生まれることこそが、射程の向こうにあ

る成果のビジョンなのだ。

そのためには、アーティスト・イン・レジデンスを担

う事業者が、ハマカルアートプロジェクトとしての補

助事業にとどまらない、共創を地域で続けていける

ようにすることが求められる。プロジェクト全体を統

括する私たちにとっては、いかに福島県12市町村

おける共創関係を誘発し、プロジェクト外にまで継

続的に波及させることができるかが求められる。それ

は、統括する私たち、だけではない実際の取り組み

を通じて、共創がみえてきた地域におけるさまざまな

アクターもまた、私たちとなっていく、ハマカル的創造

環境へと土壌を豊かにしていくことでもある。

岡田智博（おかだ・ともひろ）

ハマカルアートプロジェクト2023統括ディレクター。
一般社団法人クリエイティブクラスター代表理事。

東京藝術大学教養教育センターコーディネーター。

博士（学術）。マルチメディア→IT革命初期より、文
化芸術から生まれる創造性による社会イノベー

ションの可能性に着目、スタートアップ支援や地域

での新産業政策に各地で携わる。一方で、テクノロ

ジーアートの普及活動に携わってきた。文化庁メ

ディア芸術祭地方展のディレクターを3地域で務め
るなど、アートを先端的に活用した地域共創づくり

を数多く手がけている。最近の取り組みとしては、

2022年の欧州文化首都ノビサド（セルビア共和
国）での日本の現代美術を通じた未来予測をテー

マにした展覧会のキュレーションや、東京都の山間

部である西多摩地域でのアートを通じた地域住民

との魅力づくりプロジェクト「あきがわアートストリー

ム」のディレクション、東京藝術大学での初年次教

育プログラムの開発に携わっている。
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